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1 はじめに 

  

|1-1| 計画の概要 
|1-2| 計画の区域 

|1-3| 計画の対象 

|1-4| 計画の期間 



八丈町 地域公共交通計画 

 

 

|1-1| 計画の概要 

昭和から平成にかけて、自家用車の普及や道路開発が大きく進み、わたしたちの日々の移動は便利

で快適なものになりました。一方で、高齢化により運転が難しい島民が増加していること、観光客が

増加している一方、タクシー台数の減少や繁忙期にレンタカーの需要過多となる傾向があり、観光客

の移動に不便な状況となっているなど、島内交通の利便性向上が、特筆すべき社会課題の一つとなっ

ています。 

また、昨今の新型コロナウイルス感染症の流行による生活スタイルの多様化、運転手の高齢化や担

い手不足の深刻化、自然災害リスクの高まりに備えた災害時の交通確保、自動運転技術などの新たな

技術の導入による交通システムの変革など、地域の足である「地域交通サービス」は大きな岐路に立

たされています。 

 

 

 

本計画では、主に「人口減少と高齢化」、「気候変動」、「技術革新」、「観光客の増加」といった変化

に対応した地域交通サービスのあり方を検討し、自家用車に頼り切りにならずとも豊かな生活や観光

客の満足度を高めるまちづくりを目標に中長期的な視点で計画を策定します。 

計画の策定においては、本町の移動ニーズや移動課題を明らかにし、現行の地域交通サービスを最

大限生かしながら、持続可能な地域交通サービスの実現に向けた方針・施策を示します。 

 

 

 

地域公共交通計画とは、地域にとって望ましい交通サービスのあり方を明らかにし、その実現のた

めの方針や施策・目標を示す「交通のマスタープラン＝指針」です。地域公共交通の活性化及び再生

に関する法律において、全ての地方公共団体に対し「地域公共交通計画」の策定が努力義務とされて

います。 

 

 

 

  



１ はじめに 

 

|1-2| 計画の区域 

本計画の区域は、八丈島全域とします。 

 

 
 

|1-3| 計画の対象 

本計画の対象は、町内を運行している全ての地域公共交通サービスとします。また、AI デマンドタ

クシー等の実証事業についても、今後の町内の地域公共交通を担うサービスとして検討の対象としま

す。なお、対象とする地域公共交通の見直し・改善の検討の他、公共交通に関連するサービスや新た

な公共交通の必要性等についても検討します。 
 

 

表  計画の対象とする町内の地域公共交通

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

|1-4| 計画の期間 

本計画の期間は、令和８（2026）年度から令和 1２（2030）年度の 5 ヵ年とします。 

  

＜計画の期間＞令和８（2026）年度 から 令和 12（2030）年度 

＜計画の区域＞ 八丈島全域 
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2 まちづくりの方向性 

  

|2-1| 計画の位置づけ 

|2-2| 上位計画・関連計画の概要 
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|2-1| 計画の位置づけ 

（１） 計画の位置づけ 
 
 

本計画は、本町における最上位計画である「八丈町基本構想」や東京都の「東京における地域公共

交通の基本方針」といった「上位計画」との整合、また、各種「関連計画」との整合性や連携を図り、

本町の公共交通におけるマスタープラン（基本計画）として位置づけます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図  本計画の位置づけ 



２ まちづくりの方向性 

 

|2-2| 上位計画・関連計画の概要 

上位計画・関連計画より、公共交通に関連した施策等を幅広く収集し、本計画との連携・整合を図

ります。対象とした、上位計画・関連計画は、以下の通りです。主な計画について、次頁以降に概要

を整理します。 

 

表  対象とした上位計画・関連計画
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（１） 上位計画 
 

 

１） 八丈町基本構想／八丈町基本計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２） 八丈町まち・ひと・しごと創生総合戦略／八丈町人口ビジョン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２ まちづくりの方向性 

 

３） 東京都の計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 関連計画 

１） 八丈町過疎地域持続的発展計画 

 

 

 

 

 

 

２） 八丈町国土強靭化地域計画 
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３） 八丈町高齢者保健福祉計画・第 9 期介護保険事業計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

４） 画  

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

3 現況と課題 

  

|3-1| 地域特性 
|3-2| 地域公共交通サービス 

|3-3| ニーズ調査 

|3-4| 島内交通の重点課題 
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|3-1| 地域特性 

（１） 地勢 

八丈島は、東京から南方 287km の海上に位置し、玄関口は空港が１港、貨客船が接岸可能な主要

港湾が２港となっています。 

面積は約 69㎢のひょうたん型の島で、年代の異なる２つの火山（西山・東山）より形成されてお

り、噴火年代の違いは、土地の土壌や植生などに影響を与えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図  地勢図 



3 現況と課題 

 

（２） 人口 

１） 人口の推移 

本町の人口は平成 12（2000）年以降、減少傾向にあり、令和２（2020）年には 7,042 人まで

減少しています。今後、人口はさらに減少することが予想され、人口の変化に対応した地域公共交通

体系の見直しが求められます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図  人口の推移 

1,701 1,576 1,399 1,115 957 898 799 727 683 663 657

5,881 5,799
5,704

5,194
4,629

3,915
3,415 3,223 3,074 2,926 2,729

1,838 2,101 2,385

2,524

2,643

2,765

2,801 
2,672

2,498
2,344

2,256

9,420 9,476 9,488

8,837

8,231

7,613
7,042

6,622
6,255

5,933
5,642

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

H2

(1990)

H7

(1995)

H12

(2000)

H17

(2005)

H22

(2010)

H27

(2015)

R2

(2020)

R7

(2025)

R12

(2030)

R17

(2035)

R22

(2040)

国勢調査 将来推計人口

人

口
（

人
）

年少人口(15歳未満） 生産年齢人口(15～64歳) 老年人口(65歳以上)



八丈町 地域公共交通計

 

 

２） 高齢化率の推移 

年齢３区分別に人口の推移をみると、少子高齢化が進み、平成 22（2010 年）に老年人口割合が

30％を超えており、今後、令和 22（2040）年まで 40％前後の割合で推移することが予想されて

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図  老年人口割合（高齢化率）の推移

 

  



3 現況と課題 

 

３） 地域別人口の推移 

地域別の人口推移をみると、５つのすべての地域で人口が減少傾向にあります。令和 2（2020）

年の地域別人口を見ると、八丈島北部の三根地域と大賀郷地域に人口が集中しています。 

平成７（1995）年から令和 22（2040）年までの人口減少率は末吉地域が最も高く、平成７年

時点の約３割まで人口が減少すると推計されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図  地域別人口の推移
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４） 人口分布の推移 

令和２（2020）年の本町の人口分布は、坂下地域（三根・大賀郷）に集中しています。令和 12

（2030）年では、人口分布状況は変わりませんが、人口密度が低くなることが予想されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図  人口分布の推移 

令和 2 年 

令和 12 年 



3 現況と課題 

 

５） 高齢者人口分布 

令和２（2020）年の本町の高齢者の人口分布では、高齢化率が 40％を超える地域が、広く分布

しています。すでに令和２（2020）年時で高齢化率のピークは迎えていますが、令和 12（2030）

年では、末吉を含む一部地域で高齢化率の上昇が予想されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図  高齢化率分布の推移 

令和 2 年 

令和 12 年 
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（３） 移動 

１） 交通手段分担率 

本町の通勤・通学者の交通手

段を見ると、自家用車による移

動 が 79.0 ％ と 全 国 平 均 の

48.2％より高く、自動車に依存

しています。 

 
 

 

 

 

               図  交通手段分担率

２） 自動車台数 

町内の自動車台数

は、H29（2017）年

をピークに減少に転

じ、R2（2020）年以

降は、車両台数、1 世

帯当たりの台数とも

におおむね横ばい傾

向にあります。 

 

          図  自動車台数の推移

３） 免許返納 

本町の免許返納者数は、年間 30～40 人と

なっています。 

 

 

 

 

 

                   図  免許返納者数 

(人)



3 現況と課題 

 

（４） 都市機能施設 

公共施設や医療施設といった都市機能施設は、坂下地域及び坂上地域の路線バス沿線に分布してお

り、バス停 300ｍ圏域内に分布しています。 

 

 

図  都市機能施設の施設立地状況（上：坂下地域、下：坂上地域） 
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表  都市機能施設とバス停との距離（ ）



3 現況と課題 

 

表  都市機能施設とバス停の距離（ ）
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（５） 観光 

１） 観光施設の立地 

前項の都市機能施設は、路線バス沿線に分布していますが、観光施設については、路線バス沿線か

ら離れて立地している箇所が多くあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図  観光施設の施設立地状況 



3 現況と課題 

 

表  観光施設とバス停との距離（ ）
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表  観光施設とバス停の距離（ ）

  

 



3 現況と課題 

 

２） 観光動向 

本町への来島手段には、空路と海路があります。増加傾向にあった平成 29（2017）年に年間 12

万人を超えましたが、令和 2（2020）年の新型コロナウイルス感染症の影響で大きく減少しました。

その後、令和 4（2022）年には、年間 10 万人を超えるまで回復しています。 

月別では、夏季（７月～８月）の来島者数が多く、時期により観光客数の変動が大きいため、観光

需要への柔軟な対応が求められています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図  航路別来島者数の推移

 

図  航路別来島者数の月別推移＜令和 （ ）年 月～ 月＞ 
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 総人口 町営バス カバー人口 町営バス カバー率 

令和 2 年(2020 年) 7,042 人 4,935 人 70.1 ％ 

令和 12 年(2030 年) 6,255 人 4,373 人 69.9 ％ 

 

|3-2| 地域公共交通サービス 

（１） 町営バス 
 
 

１） カバー率 

以下に、町営バスの「停留所勢力圏図」を示します。これは町営バスの停留所から 300ｍ半径を図

示したもので、その半径内にどれくらいに人が住んでいるか、つまりどれくらいの人にサービスを届

けられているかを測るための指標となります。本町においては、令和 2（2020）年時点で総人口の

70.1％の住民がこの勢力圏内に居住していることがわかります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図  停留所勢力圏図と町営バスカバー率 



3 現況と課題 

 

２） 利用実績 

町営バスでは、一般乗合（路線バス）の他に団体客向けの貸切運行をおこなっています。 

一般乗合・貸切ともに輸送人員は、令和 2（2020）年度の新型コロナウイルス感染症の影響によ

り大きく減少しました。その後、コロナ禍前の水準である約 12 万人まで回復していますが、貸切の

輸送人員はピーク時の水準には届いていません。 

収入金額は、一般乗合についてはほぼ横ばいで推移しているものの、貸切についてはコロナ禍での

減少を含め変動がみられます。貸切運行による収入は全体の約 8 割を占めており、町営バスの収益の

柱となっています。他方、営業費用は両事業の収入合計を大きく上回り、一般会計補助金等の営業外

収益に頼る収益構造となっています。 

 

 

図  町営バスの輸送人員と収入金額

 

３） 運行状況および今後の見通し 

町の特性上、繁忙期と閑散期で利用者数に大きな差がある中で、通院・通学など日常のニーズに合

わせて路線バスの運行を最適化させ、人口が減っている坂上地域も含め一定のサービス水準で網羅的

な運行ができるよう運行が続けられています。 

今後人件費や燃料費の高まりによる運行費の高騰や、さらなる人口減少が見込まれる中で、現状の

サービスを維持できるよう運行体系を引き続き検討をしていく必要があります。 
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（２） タクシー 

１） 事業者数と台数の推移 
 

町内のタクシー事業者は、減少を続けており、令和 4（2022）年には前年の 10 事業者から 5 事

業者まで半減し、それに伴い、事業者が保有するタクシー台数も大きく減少しています。現在、令和

6（2024）年は、4 事業者 15 台となっています。 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

図  タクシーの事業者数とタクシー台数

２） 利用実績 
 

コロナ禍後の令和 4（2022）年の月別の 1 日当りの平均乗客数を見ると、5 月の大型連休といっ

た繁忙期と、1～3 月の閑散期の利用者数の差が大きく、経営において車両や運転者の増減の難しさ

が窺えます。 

 

図  タクシーの月別の１日あたり平均乗客数＜令和 （ ）年＞ 



3 現況と課題 

 

３） 事業者ヒアリング 

タクシー事業者の実態を把握するため、令和 4（2022）年に町内のタクシー事業者４社にヒアリ

ング調査を行いました。課題としては、5 月の大型連休や夏季の繁忙期に毎年タクシーが不足する状

況が継続しており、さらに朝方の病院移動などは観光客の利用時間帯と重なっていることから、タク

シー利用ができなくなる懸念があること、また、運転手の高齢化や乗客の減少等があげられています。 

ヒアリング調査の概要は以下のとおりです。 

 

表  ヒアリング結果

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 
 

 
 

 
 
 
 
 

  

 
 
 

 
 
 

 

 
 
 

 

 

 

※乗  合：複数の乗客が異なる地点で乗車し、それぞれ異なる目的地へ送迎するサービス 

相 乗 り：出発地が同じ（空港など）複数の乗客を同じ方面（異なる目的地）へ送迎するサービス 

デマンド：路線バスのような固定路線であるが、事前予約があるときだけ運行するサービス 
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（３） 移送サービス（福祉有償運送） 

１） 社会福祉協議会による福祉有償運送の事業概要 

社会福祉法人八丈町社会福祉協議会では、公共交通機関での移動が困難な町民の移動を確保するた

め、移送サービス事業を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２） 福祉有償運送の利用実績 

令和 6 年度における移送サービスの利用実績は、多い月で 185 回、少ない月で 107 回となって

います。利用目的のほとんどが通院であり、短期入所生活介護（ショートステイ）への送迎やその他

の目的での送迎はごく少数に留まっています。 

 

図  移送サービス事業の利用実績（令和 年度） 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

表  社会福祉協議会による移送サービス事業の概要



3 現況と課題 

 

３） 島内における移送サービスの課題 

 令和 7 年（2025 年）に、島内の移送サービスの現状と課題を把握するため、八丈町社会福祉協議

会にヒアリング調査を実施しました。福祉有償運送のサービス提供において人員・時間の確保が難し

く、まれに予約を断るケースも発生します。また、運休日となる土日の通院や私的利用（買物・飲食

等）の需要に対しては、民間輸送サービスが対応していますが、島内の民間輸送事業者は現在 1 社の

みであり、予約が取りにくい状況もみられます。車いす利用者や介助が必要な方の移動利便性の向上

には、課題が残っています。 
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（４） スクールバス 

１） 利用実績 

現在、町が所有するバス車両を使用し、民間事業

者への委託によりスクールバスを運行しています。

末吉地域から三原小・中学校までの通常運行に加

え、町内の各小・中学校の学校行事や部活動行事の

ための運行も行われています。特別支援学級に通う

児童・生徒については、学区を跨いで登校する際に

路線バスを利用するケースもみられます。 

 

 

 

図  スクールバスの運行ルート  

 

表  スクールバスの運行概要

 

 

 

 

 

 

 

２） 今後の見通し 

現在、スクールバスの通常運行は、末吉地域から三原小・中学校までの１ルートのみで、利用してい

る児童・生徒数は限られていますが、将来的に町内の小・中学校の統廃合が見込まれる場合には、各

地域の児童・生徒数に応じた適切な運用方法・ルートの検討が求められます。 

 

 

 

 

 
 

 



3 現況と課題 

 

（５） 町の移動支援事業 

１） 高齢者向け移動支援事業 

町では高齢者の公共交通利用を支援するため、昭和 58（1983）年より「八丈町老人優待乗車券

事業」を実施しています。対象は満 65 歳～69 歳の町民で、一定費用の負担で町営バスの利用が可

能です。また、満 70 歳以上の方は、東京都が運営する「東京都シルバーパス」の申請で同様のサー

ビスを受けることができます。 

 

表  高齢者向け移動支援事業の概要

 

 

 

 

 

 

２） 障がい者向け移動支援事業 

町では障がいがある方の移動を支援するため、平成 30（2018）年より「八丈町重度心身障がい

者タクシー利用助成事業」を実施しています。対象者は以下の通りで、1 枚あたり 500 円の助成券

を 1 月あたり 4 枚交付しています。令和６（2024）年度は 23 名が交付を受けています。 

 

対象者：・身体障害者手帳を保有しており、肢体不自由 2 級以上かつ常時介助が必要な方又は 

視覚障がい 2 級以上かつタクシー乗降の際に介助が必要な方 

・愛の手帳を保有しており 2 度以上かつ移動に常時介助が必要な方 

 

３） 今後の見通し 

上述のような取り組みがある一方で、自宅からバス停までの坂道の移動が難しい方や、院内移動

時の付き添いも必要な方など、多様なニーズに応えていくことが求められています。デマンドタク

シーの活用や、ドライバー資格と介護資格を保有する人材の確保・育成についても、検討していく

必要があります。  
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（６） 実証事業 

１） 事業概要 

本町の将来の島内交通体系の検討に向け、令和 4（2022）年度から東京都が実施主体となり実証

事業を行っています。 

令和４（2022）年度は「①島民向けの予約制乗合タクシー実証事業」、令和５（2023）年度及び

令和６（2024）年度には、「①AI デマンドタクシー実証運行」、「②シェアリングモビリティ実証事

業」、「③自動運転バス実証運行」を、令和 7（2025）年度には、「①AI デマンドタクシー実証運行」、

「②自動運転バス実証運行」を実施し、毎年度、事業の改善を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図  実証事業の概要（令和 年度）

 

 

 

 

  



3 現況と課題 

 

２） AI デマンドタクシー 

令和 4（2022）年度に予約制乗合タクシーとして実証を開始し、翌年度からタクシーと乗合バ

スの長所を掛け合わせた、AI によるリアルタイムな配車計算を行う乗合輸送サービスである AI デ

マンドタクシーとして実証を行っています。実証では、「島民の移動ニーズに応じた日常生活に必要

な移動手段の検討」及び「繁忙期における来島者の回遊性の向上」に寄与するモビリティ・サービ

スとなるかを検証しています。 

最新の実証の概要は以下のとおりです。 
 

 

表  デマンドタクシーの実証概要（令和 年度）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

利用者数は、年々増加傾向にあり、令和６（202４）年度では、坂下地域で１日あたり 21.2 

（人/日）、坂上地域で１日あたり 8.5（人/日）が利用しています。 

図  利用者数の推移
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実際に AI デマンドタクシーを利用した方のアンケート結果を見ると、利用満足度（非常に満足、

または、やや満足と回答した方の割合）は 97％と非常に高く、運賃（500 円）については 74％が

適切と回答しています。 

一方で、島民アンケートでは、利用したことのない方が 75％と多く、不満や利用しない理由とし

ては、「自家用車で移動できるから」を除くと、「予約の方法がわかりにくい」や「利用したい時間帯

に走っていない」といった理由が多いです。 

 

 

図  利用者アンケートの結果（令和 年度） ※抜粋

 

 

図  島民アンケートの結果（令和 年度） ※抜粋 



3 現況と課題 

 

３） シェアリングモビリティ 

シェアリングモビリティとは、個人が所有するのではなく、共有（シェア）することを原則とす

るモビリティです。実証では、「中心市街地における移動の利便性向上」に寄与するモビリティ・サ

ービスとなるかを検証しています。令和 5（2023）年度は電動バイクと電動トライク、令和６

（2024）年度は電動アシスト自転車による実証を行っています。 

各年度の実証の概要は以下のとおりです。 
 

 

 

表  シェアリングモビリティの実証概要（令和 年度）
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表  シェアリングモビリティの実証概要（令和 年度）
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3 現況と課題 

 

実証事業期間中（2023 年 9 月 29 日～2024 年 2 月 29 日 計 154 日間）における総利用

者数は 700 人（電動バイク：529 人、電動トライク：171 人）でした。利用状況から、連休中や

年始の祝日といった来島者が多くなる期間に利用者数が増加する傾向がありました。 

 

アンケート調査より、ポートの設置箇所の利便性について、「便利であった」「どちらかというと

便利であった」と回答した方が全体の 92％を占め、設置箇所の利便性は高かったと考えられます。

乗り心地の満足度は、「満足」「どちらかというと満足」の回答と、「どちらかというと不満」「不満」

の回答がそれぞれ概ね半数となり、不満の理由としては、モビリティの乗車中に危険を感じたこと

が「少しあった」、「多々あった」と回答した方が全体の 70％を占めており、乗車時の安全性に課題

がみられたことが要因と考えられます。 

今後の利用意向については、「利用したい」「どちらかというと利用したい」と回答した方が全体

の 81％を占めていることから、安全面での課題を解決し、導入の検討を進める必要性が窺えます。 

 

 

図  利用者アンケートの結果（令和 年度） ※抜粋 
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実証事業期間中（2024 年 7 月 17 日～2025 年 2 月 28 日 計 227 日間）における総利用

者数は 1,704 人であり、観光施設、飲食店が集中する三根エリアを中心に利用されています。 

 

アンケート調査より、サービスへの満足度について、「満足」「どちらかといえば満足」と回答し

た方が全体の 85％を占め、満足度は高かったと考えられます。利用した理由は「島内の移動手段

がなかったから」との回答が最も多く、島内の周遊観光に寄与したことが窺えます。一方で、利用

料金については 64％が妥当であると回答していますが「高いと感じる」方も一定数以上いること

がわかります。 

今後の利用意向については、「利用したい」「どちらかというと利用したい」と回答した方が全体

の 91％を占めていることから、利用料金の妥当性を検討し継続的なサービス提供を検討する必要

性が窺えます。 

 

 

図  利用者アンケートの結果（令和 年度） ※抜粋 



3 現況と課題 

 

４） 自動運転バス 

自動運転バスとは、ハンドルやアクセル・ブレーキ等の運転操作を人が行わずに、自動で走行す

ることができるバスです。ドライバーが乗車しますが、基本的な運転操作は自動運転システムによ

り実証運行を行いました。本実証では、「空港、港を含む中心市街地の回遊性の向上」に寄与するモ

ビリティ・サービスとなるかを検証しています。 

実証の概要は以下のとおりです。 
 

 

 

表  自動運転バスの実証概要（令和 年度）
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表  自動運転バスの実証概要（令和 年度）
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3 現況と課題 

 

表  自動運転バスの実証概要（令和 年度）
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計 19 日の実証事業期間中、340 人が利用しました。（8/16（金）は台風接近に伴い運休） 

 

アンケート調査より、自動運転バスに対する乗車前後での印象の変化について、「安心」「やや安

心」と回答した方が、乗車前 45％から乗車後 88％に増加し、実際に乗車することで印象が大きく

変わることが窺えます。乗り心地については「良い」「やや良い」と回答した方が全体の 80％を占

めています。 

今後の利用意向については、99％の方が「利用したい」と回答しており、特に「空港・港への移

動」や「観光地・観光施設への移動」のニーズが確認できました。 

 

 

図  利用者アンケートの結果（令和 年度） ※抜粋 



3 現況と課題 

 

|3-3| ニーズ調査 

（１） 島民向けアンケート調査 
 
 

住民の移動ニーズを把握するため、令和 4 年度に島民向けアンケート調査を行いました。主な結果

は以下のとおりです。 

１） 免許の有無と送迎を頼める人の有無 

島民の２割程度が、「運転できない」状況です。また、約３割の方が送迎を頼める状況になく、今後、

送迎を担う世代の人口減少が進むにつれさらに、地域公共交通に頼らなければならない方が増加する

ことが予想されます。 

図  免許の有無            図  送迎を頼める人の有無

２） 移動動向 

買物目的では「三根地域及び大賀郷地域」に集中し、通院目的では「三根地域」の町立病院に集中

しています。「三根地域及び大賀郷地域内」の移動だけではなく、高齢者の多い「他地域」から「三根

地域及び大賀郷地域」への移動手段を効率的に確保することも重要です。 

 

図  移動動向（買物：左図、通院：右図） 
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（２） 来島者向けアンケート調査 
 

 

来島者の移動ニーズを把握するため、令和 4 年度に来島者を対象とした、アンケート調査を行いま

した。主な調査結果は以下のとおりです。 

１） 島内での移動手段 

島内での移動手段の約 6 割がレンタカー、タクシー・知人送迎・徒歩が約 1 割となっており、地域

公共交通の利用は少ないです。また、島内移動について、約 3 割の方は事前調査なしに来島していま

す。 

図  島内での移動手段        図  

※ は、移動件数の合計を集計した値。

２） 移動動向 

空港⇒底土港（朝方に多い）が最も多い区間とな

っています。空港、港、宿泊施設の他、ふれあい牧

場やみはらしの湯などの観光地を起終点とする移

動も多くなっています。 

 

 

３） 今後のニーズ 

利用しやすい地域公共交通サービスの拡充に向

け、今後、優先すべきことでは、「行きたい場所に

自由に行ける」や「希望する時間に運行している」

等のニーズが高くなっています。 

 

 

 

図  今後、利用しやすい地域公共交通に向けて優先すべきこと

表  移動先（上位）



3 現況と課題 

 

（３） バス利用者調査及びアンケート調査 
 

 

バス利用者の移動ニーズを把握するため、令和 7 年 6 月～7 月に町営バス利用者を対象とした、

アンケート調査を行いました。調査概要と調査結果は以下のとおりです。 

１） 調査概要 

表  調査実施概要

調査実施概要 

 対象路線 末吉（坂上）行き、神湊（坂下）行き、循環路線 

 調査対象 対象路線の利用者 

 調査方法 調査員または利用者自身による調査票への回答記入 

 回収件数 499 件（回答者：448 名、トリップ数：499 件） 

※トリップ数：神湊（坂下）行きから神湊を通過し、末吉（坂上）行きへ入る便の乗客は 2 トリップとしてカウント 

 調査時期 2025 年 6 月 27 日、6 月 28 日、7 月 25 日、7 月 26 日の 4 日間 

 

２） 路線バスの運行ダイヤ 

人口の多い坂下地域を循環する１路線と、坂下地域と坂上地域を結ぶ 2 路線が運行されています。

朝夕は 1 時間に 1 本、昼間は 2 時間に 1 本の頻度で運行し、季節や平日/休日に依らず同一の運行

ダイヤです（循環路線は日曜日運休）。 

表  路線バスの運行本数

路線 
運行本数 

9 時台まで 10～16 時台 17 時台以降 

末吉（坂上）行き 3 便 4 便 1 便 

神湊（坂下）行き 3 便 4 便 ２便 

循環路線 2 便 4 便 0 便 

３） 利用者の属性・利用目的 

バス利用者の約 7 割が島内在住、約 3 割が島外在住であり、日常の移動に加え、観光客の島内移動

を支えています。利用者の年代で最も多いのは 17 歳以下と 75 歳以上で、それぞれバス利用者の約

2 割を占めており、日常的に運転をしない、または運転ができない方に多く利用されています。 

最も多い利用目的は観光ですが、学生の通学や買い物、公共施設の利用といった日常的な移動にも利

用されています。 

 



八丈町 地域公共交通計

 

 

４） 主な利用傾向 

① 末吉（坂上）行き 

樫立温泉、末吉温泉、町立病院、出張所といった公共施設利用が目立ちますが、八丈高校への通学

のためのバス利用も見られます。降車地は分散しており、生活ニーズが多様と考えられます。 

 

図  末吉（坂上）行きのバス停ごとの乗降者数

② 神湊（坂下）行き 

観光・公共施設利用および坂上地域から坂下地域へのアクセス需要に応えています。 

 

図  神湊（坂下）行きのバス停ごとの乗降者数

③ 循環路線 

町立病院、空港、商業施設の利用が多く、日常の生活を繋ぐ路線として機能しています。 

 

図  循環路線のバス停ごとの乗降者数



3 現況と課題 

 

（４） 八丈町の公共交通に関する高校生アンケート調査 

町内高校生の移動ニーズを把握するため、令和 7 年 7 月に、東京都立八丈高等学校の学生を対象

とした、アンケート調査を行いました。アンケート調査の概要と結果は以下のとおりです。 

１） アンケート調査の概要 

表  調査実施概要

調査実施概要 

 調査方法 校内でのアンケート調査票配布 

 回収件数 107 件（回収率 87.7%） 

 調査時期 令和７年 7 月 

 対象者 東京都立八丈高等学校の生徒 122 名 

 回答者の

居住地 
三根（50 名）、大賀郷（39 名）、中之郷（11 名）、樫立（6 名）、不明（1 名） 

 

２） 通学手段 

普段の通学手段として最も多いのは、登校時は自家用車による送迎、下校時は徒歩です。雨天時や

部活動がある日は、自家用車での送迎が増加する傾向があります。また、部活動がない日の帰宅時に

路線バスを利用する生徒もいますが、部活動がある日には徒歩または自家用車での送迎に切り替わる

ケースが見られます。特に雨天時や帰宅が遅くなる日は家族による送迎の必要性が高まり、公共交通

だけでは十分に対応しきれていないのが現状です。 

 

  

図  通学時（行き）の手段  図  下校時（帰り）の手段
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３） 通学以外の公共交通利用 

通学以外に公共交通を利用する生徒は約 1 割で、約 9 割の

生徒が「使わない」または「ほとんど使わない」と回答してい

ます。 

通学以外に公共交通を利用する目的は右表のとおりです。

「知人・友人と会うため」が最も多い 17 件、次いで買物 11

件、レジャー5 件となっています。 

 

 

 

４） 公共交通（路線バス）の課題と期待 

路線バスに対する不満のうち上位３つを「運行本数が少ない」（35 件）、乗りたい時間に運行され

ていない（21 件）、最終便が早い（17 件）といった運行形態に対する意見が多くを占めています。 

島内交通の将来像について期待することは下表のとおりです。 

 

表  島内交通の将来像について期待すること

分類 期待すること（一部抜粋） 

運行形態 

部活動終了時間に合わせた運行 

最終便の増便（坂上行きのバス） 

運行便の増加 

バスの定刻運行 

南原方面行の公共交通機関の導入 

発着時刻と路線表示がスマホでわかりやすく表示される機能 

料金・支払い方法 
高校生以下無料、通学バス無料 

交通系 IC カードの導入 

交通安全・道路整備 

道路の整備 

バスを待っているときの休憩場所 

事故を減らす取り組み（まだ設置できていないカーブミラーの設置など） 

公共交通全般 

路線バスの維持 

自動運転バスの導入 

AI デマンドタクシーの実装 

乗りたい時間に乗れるバス 

 

 

利用目的 件数 

知人・友人と会うため 17 

買物 11 

レジャー 5 

部活動 2 

アルバイト 1 

勉強会への往路 1 

 表  公共交通の利用目的



3 現況と課題 

 

（５） レンタカー事業者アンケート調査 

島内レンタカー事業の動向を把握するため、島内に事業所を構えるレンタカー事業者 25 社に対し

令和 7 年 7 月にアンケート調査票を配布し、6 社から回答を得ました。レンタカー事業の概要と今

後の見通しは、下記のとおりです。 

 

表  レンタカー事業者アンケート調査の概要

調査実施概要 

 調査方法 郵送による調査票の配布 

 回収件数 ６件（回収率 24.0%） 

 調査時期 令和７年 7 月 

 対象者 島内のレンタカー事業者 25 社 

 

１） レンタカー事業者の現状 

レンタカーの台数は、軽自動車・普通自動車ともに近年、若干の増加傾向にあります。特に繁忙期

には需要が集中し、多くの希望者を断っている状況が伺えました。閑散期と繁忙期の差が大きいこと

や、人手不足が課題として挙げられています。 

  

図  軽自動車の台数推移 図  普通自動車の台数推移

 

２） 今後の見通し 

今後の見通しとして、6 社中 4 社で主に軽自動車の増加を見込んでいます。また、需要によっては

普通自動車や自転車の増加も検討されています。島内で推進されているデマンド交通や自動運転バス

に対しては、移動の選択肢を増やし、利用者が適切な手段で移動でき、島内観光の満足度向上に繋がる

ことへの期待が挙げられました。また、これらの取り組みの推進による、空港・港から各宿泊施設への

アクセス性向上や、省力化による人手不足の軽減についても意見が述べられました。 
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|3-4| 島内交通の重点課題 

上位計画・関連計画、現況・各種調査結果を踏まえて、島内交通の 3 つの重点課題を設定しました。 

 

重点課題 1 

少子高齢社会への対応（生活輸送） 

 

 
 

 
• 
• 

 
• 
• 

 
• 

 

 

 

 

  



3 現況と課題 

 

 

重点課題 2 

観光客増加への対応（観光輸送） 

 

 

 
• 

 
• 

 

 
 

 

 

 

重点課題 3 

ドライバー不足・財源不足への対応（持続性） 

 
 

 
 
 

• 
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4 目標・方針・施策 

  

|4-1| 計画目標 

|4-2| 島内公共交通の将来像 

|4-3| 方針と施策体系 
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|4-1|  計画目標 

本町における島内交通の重点課題を踏まえ、計画目標を以下の通り設定しました。この目標におけ

る各文言には、以下に示す「ねらい」を持って設定しています。 

 

＜計画目標＞ 

 

 

 

＜計画目標のねらい＞ 

 

・交通事故のない安全な社会の実現 

・子供や子育て家庭、高齢者、障がい者を含む誰もがいつでも自由に移動できる安心な社会の 

実現に資する交通サービス 

 

 

・移動が地域の暮らしと仕事をつなぎ、にぎわいを生む社会の実現 

・来島者の移動を支え、観光の魅力と地域の活力を高める交通サービス 

 

 

・経費・人材・車両といったリソースの観点から持続的に提供可能な交通サービス 

・将来にわたって利用され続ける交通サービス 

 

 

・町民や来訪者の多様なライフスタイル・多様な生活シーンを支える交通サービス 

・エリアや運行方式を補完しあう多様な交通サービス 

  



4 目標・方針・施策 

 

|4-2| 島内公共交通の将来像 

計画目標の実現に向け、具体的な島内公共交通の将来像を、短期、中期、長期的に、以下のとおり

検討しました。検討の対象は、AI デマンドタクシー、町営バス、自動運転バス、シェアリングモビリ

ティの 4 つです。既存のタクシーは、民間事業者が独自採算によりサービスを提供しているため、ま

た福祉有償運送とスクールバスは行政主体での維持が前提の状況にあるため、ここでの検討には含め

ませんが、各手段と連携し輸送の効率化を図ることも継続して検討します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 
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（１） 短期 
 

 

短期的には、現在と同様のルートを運行する町営バスを地域の幹線として位置付けます。定時定路

線による安定的な運行を基本とし、市民の日常生活の基幹的移動手段として機能します。庁舎、学校、

子育て支援施設、医療施設、既存の公共施設など地域の主要拠点を結ぶことで、住民が安心して利用

できる幹線交通の骨格を形成します。これに対し、AI デマンドタクシーは、幹線となる路線バスへの

接続や、利用者の需要に応じたきめ細やかな移動を担う支線交通として位置付けられます。実証運行

を通じて島内全域をカバーすることにより、幹線交通との結節を強化します。自動運転バスについて

も支線交通として位置づけ、坂下地域に加え、底土港～樫立温泉を実証運行し、将来的な実装を見据

え、自動運転技術や運用、事業性等を検証します。さらに、これら幹線・支線の仕組みをもってして

も十分に対応できない地域や個別的な移動ニーズ対しては、シェアリングモビリティ等の新たなサー

ビスを補完的な交通手段として活用し、多様な移動ニーズに応じた地域交通ネットワークの実現を目

指します。 

 

 
図  島内公共交通の将来像（短期）

 

 

  



4 目標・方針・施策 

 

（２） 中期 
 

 

中期的には、町営バスを引き続き地域交通の幹線として位置づけるとともに、支線交通としての AI

デマンドタクシーを島内全域において本格実装し、住民の多様な移動需要に対応します。これにより、

幹線である路線バスと支線交通との結節が一層強化され、地域全体の交通利便性が高まります。また、

自動運転バスについても支線交通としての役割を担い、坂下地域に加えて底土港～末吉温泉間に走行

ルートを拡大して実証運行を行います。さらに、将来的な実装を見据え、坂上地域における自動運転

技術を検証します。加えて、シェアリングモビリティは幹線・支線を補完する交通手段として継続的

に活用し、地域内のきめ細やかな移動需要に応えます。 

なお、中期的に公共施設の再編等を行う際には、公共交通の利用圏や結節点との関係を十分に考慮

しながら計画することとします。 

 

 

 

図  島内公共交通の将来像（中期）
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（３） ⾧期 
 

 

長期的には、AI デマンドタクシーを地域交通の幹線として位置付け、島内全域における基幹的移動

手段として本格的に運行します。これに加えて、八丈島空港～底土港間および底土港～末吉温泉間を

結ぶ自動運転バスを導入し、同様に幹線交通として位置付けることで、空港・港・温泉と言った主要

拠点を直結する新たな交通軸を形成します。さらに、通勤・通学や帰宅時の定時定路線の移動ニーズ

に対応するため、朝夕の時間帯のみ町営バス（循環路線、坂下～坂上間の往復）を運行します。シェ

アリングモビリティは、その他公共交通を補完する役割として継続的に機能します。これらの施策を

組み合わせることで、将来的には幹線・支線・補完が有機的に連携した持続可能な地域交通ネットワ

ークを確立することを目指します。 

 

 

 

図  島内公共交通の将来像（⾧期）

 

 

 

 

  



4 目標・方針・施策 

 

|4-3| 方針と施策体系 

目標および将来像を実現するための 3 つの方針と、方針に紐づく 1２の施策を設定しました。 
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4 目標・方針・施策 

 

 

 

  



八丈町 地域公共交通計

 

 

 

  



4 目標・方針・施策 
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4 目標・方針・施策 
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4 目標・方針・施策 
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4 目標・方針・施策 
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4 目標・方針・施策 
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5 計画の推進 

  

|5-1| 評価指標 
|5-2| 推進体制（各主体の役割） 

|5-3| 推進管理 

|5-4| スケジュール 
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|5-1| 評価指標 

本計画の評価指標及び数値目標を以下に示します。各評価指標の現状値は、令和 6 年度時点の統

計・調査を基準に設定しています。ただし、評価指標 2「町内交通の満足度」および評価指標 3「車

いす対応車両の稼働台数」については、令和 7 年度の調査結果を基に現状値を設定します。 



5 計画の推進 
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|5-2| 推進体制（各主体の役割） 

本計画で示した方針に基づき目標を実現するためには、各種施策を着実に推進し、評価・進捗管理・

改善等を行う必要があります。そのため、本計画では施策実施に向けた推進体制（各主体の役割）を

下表のように定め、目標の実現に向けて取り組みます。 

 

表  各主体の主な役割

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 



5 計画の推進 

 

|5-3| 進捗管理 

本計画は、PDCA サイクル（計画策定（Plan）→事業実施（Do）→モニタリング・評価（Check）

→見直し・改善（Action））の考え方に基づいて進捗管理を行います。 

PDCA サイクルの運用においては、本計画から次期計画までの 5 カ年を対象とする大きな PDCA

サイクルを進めるとともに、毎年度の実施→評価→見直しを行う小さな PDCA サイクルを行うこと

で、着実な計画推進と状況変化への対応を図ります。 

例えば、小さな PDCA については、〔10 月～翌 9 月〕をモニタリングの対象期間として、期間終

了後の〔10 月～11 月〕に数値評価を行い、〔12 月〕の協議会において評価状況や見直し要否を検

討、〔1 月〕より見直し案を検討し、〔6 月〕の協議会で実施方針を協議するサイクルを運用します。 

大きな PDCA サイクルは、計画最終年度である令和 12（2030）年度に調査事業を進め、利用状

況・評価等を踏まえながら、次期計画策定を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図  推進管理（ サイクル）のイメージ 
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|5-4| スケジュール 

計画の着実な推進にあたっては、本町地域公共交通活性化協議会（法定協議会）の開催を定期的に

行い、PDCA サイクルによる進捗管理を行います。 

 

表  スケジュール（案）

 

 

 

 

 




